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◆ 職場体験発表会＆部活動見学会 ◆ 
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学校支援地域本部だより 
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令和 4 年 12 月 13日発行  
学校・地域連携の取組 

１１月２８日，第４回住吉台学校運営協議会が開催されました。小学校，中学

校のいじめに関する実態調査報告に続いて，住吉台地区の防災体制について熟議

が行われました。初めに小学校からは１０月１６日の学年ごとの防災学習につい

て，中学校からは各町内会で中学生が地域と連携して行った安否確認訓練や校内

での訓練について，地域からは住吉台地域防災訓練の歩みについて報告がありま

した。その後行われた情報交換では，コロナ禍前の地域防災訓練の様子，震災で

のボランティア体験，防災訓練の時期についてなど様々な意見が出されました。

「震災時には中学生の力が役に立つ」と言われています。９年間の防災訓練を通

して児童，生徒に育みたい力や知識について，また，より良い地域防災訓練に向

けて，今後も話し合いを続けていくことを確認しました。 

◆ 中学生の作品展 ◆ 

 １１月２８日～１２月２日まで，中学校美術

部の作品５点と，Ｔ・Ｒさん（住中２年）の切

り絵作品を小学校のオープンスペースに展示し

ました。身近な先輩である中学生の作品を興味

深く見つめる小学生，特に６年生は来春からの

中学校生活への憧れの思いも膨らんだことでし

ょう。中学校美術部の皆さん，職人技とも言え

る切り絵作品を提供してくれたＴさん，本当に

ありがとうございました。 

◆ 住吉台学校運営協議会 ◆ 

 １１月２１日，２年生の職場体験発表会が行われ，

小学校６年生と中学校１年生も参観しました。２年生

の代表７グループは，寸劇やクイズを交えながら仕事

の内容や苦労，感想などの発表を行いました。 

 引き続き小学校６年生は，中学校の部活動見学会に

参加しました。６年生はクラスごとに各部を見学して

回り，部活動に熱心に取り組んでいる中学生の姿を間

近で見ることができました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※先輩に学ぶは全７回。地域の先輩からのお話は改めてご報告いたします。 

 

 

 

 
 

   

 

  ※次年度のミシンボランティアにご協力いただける方がありましたら，コンパス住吉台 

０７０－１２８７－８０２６迄ご連絡をお願いいたします。 

 

◆ ６年生 先輩に学ぶ（卒業生） ◆ 

◆ ５・６年生 ミシンボランティア ◆ 

小学校 

 １０月２１日，平成２４年度卒業生の千葉慶修さん（東北大学理学部４年生）を

お招きして，小学校時代から現在に至るまでのあゆみをお話しいただきました。中

学校・高校・大学とそれぞれの学生生活やそこで頑張ったこと，受験，就職などの

進路選択のこと，今後の夢など，パワーポイントを使いながら児童に分かりやすく

伝えていただきました。また，大学で研究している鉱物もたくさん持参いただき，

書ける石（ｸﾞﾗﾌｧｲﾄ），磁石のくっつく石（磁鉄鋼），アメジストの原石や珍しい石な

どを見せていただきました。児童は手に取り興味深げに観察していました。年齢の

近い先輩から自分達の近い将来のことをお聞きできた貴重な時間となりました。 

Ｒ４－No.６ 

 １１月３０日，平成１１年度卒業生で，漫画家のじんのあいさん（ペンネーム）

をお招きし，６年生は「出されたお題の絵」をみんなで描きました。 

お題は『歩く人と走る人』『お年寄りと子ども』で，クロムブックの画面を２つに

分けて，それぞれの特徴を捉えながら描き分けました。児童が描いた絵は，テレビ

に映し出してクラス全員で共有。じんのさんから，それぞれの絵の良いところを褒

めていただきました。また，漫画家になったきっかけ，日頃心掛けていることなど

も教えていただきました。見ること，感じること，記録すること，自分だから描け

るものにするオリジナリティの大切さが６年生にも届いたようです。 

 また，６年生の授業の後は，けやき学級の児童と交流。ひとりずつモデルになっ

て絵を描いていただきました。けやき学級の子供たちの宝物になることでしょう。 

 １２月５日，平成７年度卒業生で，マジシャンの大泉雅史さんをお招きしました。

マジックと出会ったきっかけ，社会人になってもマジックへの裁ちがたい想いから退

職してマジシャンになったこと，マジシャンとして一人前になるまでの苦労などをお

話しいただきました。マジシャンになろうと決断した時の強い想い，技術を磨く努

力，成功した人は実はその陰で誰よりも多く失敗している，など諦めない心の大切さ

を伝えてくださいました。講話の後は，児童が息をのんで，一瞬拍手も忘れるような

見事なカードマジックを披露してくださいました。 

 １１月１５日から各クラス２時間ずつ，計８回のミシン授業の

お手伝いをお願いしました。ご協力いただいたのは保護者，地域

の方を合わせて２２名（のべ７７名）の方々です。 

 ５年生はエプロンを，６年生はトートバックを作成しました。 

ミシンの授業は糸調子がうまくいかなかったり，機械のトラブル

があったりと，進度や作品の出来栄えにばらつきが生じますが，

多くのボランティアさんのサポートのおかげで，どの児童の作品

も満足のいく仕上がりとなりました。 

 


